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世界⼀児童労働が多い国はインドである。 
本書は借⾦の返済のため奴隷状態で働かされるインドの債務児童労働者を取り上げてい

ます。雇い主のもとに縛りつける債務は、⼦ども⾃⾝が作ったものではなく、その⼦の親戚
や保護者、特に親によるものが多いです。債権者兼雇⽤主は困窮している親たちに⼦どもの
労働を担保にお⾦を貸すことを申し出る。⼦どもの労働は常に安く(500 ルピー＝1500 円)
買い叩かれているが、債務労働の場合さらに安く雇われることになる。それがわかっていて
も、⼤半の親たちはこうした申し出を受け⼊れてしまう。 
この原因は貧困だけではなく、インドの債務児童労働の陰にある奴隷制や債務労働制が昔

からの伝統、都市農村を問わず賞困帰のための⼩規模融資が他にないこと、病気や空腹から
⼈々を守りうる社会福祉制度が確⽴されていないこと、教育創度が義務化されておらず不
平等なものであること、⼤⼈が就職機会や⽣活費を得ることができないことなど、様々な要
因がある。そして、根本的な要因としてカースト制度に基づく差別というものが挙げられ
る。これは特に農業分野の債務労働と深く関連している。 

本書はこの対策として、債務労働制を廃⽌し、債務児童労働に変わるシステムを開発する
必要があると述べています。そのために、職業訓練や市⺠教育を含んだ教育、農村開発を⾏
えば良いのではないかと述べています。 

また、債務児童労働者は雇い主に逃げられないように鉄の⾜かせをつけられ、暴⼒を振る
われている。このように、⾮常に残酷な体罰を債務児童労働者は受けている。 

私は、このような現状を強く世間に発信する必要があるのではないかと思う。 


